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窓の熱貫流率(W/㎡K)＝4.07

2. 標準計算ルートによる評価方法

2.3.  開口部の計算①(熱貫流率の算出)

一般社団法人日本サッシ協会

①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算



窓の日射熱取得率＝0.63
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2. 標準計算ルートによる評価方法

2.3.  開口部の計算②(日射熱取得率の算出)

一般社団法人板硝子協会

①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.3.  開口部の計算(シートへの入力)

北面の入力例 ※各方位のシートも同様に入力

①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算
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2. 標準計算ルートによる評価方法

2.4.  外壁の計算②(シートへの入力)
①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.4.  外壁の計算③(シートへの入力)

北面の入力例 ※各方位のシートも同様に入力

外壁面積＝4.55m×7.11m=32.37㎡

窓合計面積＝(0.6m×0.4m)×2面=0.48㎡

今回のモデルの熱貫流率は熱橋を考慮しない場合は、前のページの0.328ですが、
熱橋を考慮する場合は0.72となります。この数値は後ほど計算します。

熱貫流率は熱橋を考慮しない
場合は、前のページの0.328
ですが、熱橋を考慮する場合
は0.72となります。この数値
は後ほど解説します。

①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算
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梁が断熱ラインより上にあるた
め、熱橋部計算は不要。
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2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算②(シートへの入力)
①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算



2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算③(シートへの入力)
①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算
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2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算④(シートへの入力)
①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算
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2. 標準計算ルートによる評価方法

2.5.  天井・床の計算②(シートへの入力)
①計算の前
提となる
基本情報

②開口部の
計算

③外壁の
計算

⑤外皮計算
結果の表
示

④天井・床
の計算
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